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 (1) 調査対象者及び調査期間 
対象者は、大学生男子陸上競技選手 12名(19.5±0.9歳)、女子陸上競技選手 4名(18.8±0.5
歳)であり、競技種目別では、男子が短距離 4名、中距離 2名、走幅跳・三段跳 6名、女子が短距
離 1名、中距離 2名、走幅跳・三段跳 1名であった。また、平均週 4日間は放課後に 2時間～3
















self-administered diet history questionnaire)を用いた 8）,9)。本研究で用いた簡易型自記式食事歴





質は目標量、たんぱく質、カルシウム、鉄、亜鉛、銅、ビタミン B1、B2、Cは推奨量を用いた 10）。 
3)コンディション調査 







されている 12)。そして、各対象者が記入を行ったものについて結果票を用いて採点し、各項目の T 
得点を算出した。 また、ネガティブな尺度である、「怒り－敵意」、「混乱－当惑」、「抑うつ－落ち
込み」、「疲労－無気力」、「緊張－不安」の得点の合計からポジティブな尺度である、「活気－活力」
の得点を引き、ネガティブな気分状態を示すとされる「総合的気分状態」の TMD(Total Mood 





























表 1 身体組成の状況 
項目 
男 子                 
(n=12) 
  
女 子                
(n=4) 
身長(cm) 171±5   157±6 
体重（kｇ） 62.1±6.3   51.1±3.7 
ＢＭＩ(kg/m2) 21.2±2.0   20.6±1.5 
体脂肪率（％） 11.3±3.2   20.6±4.6 














































































カルシウム（mg） 583±371 800 72.9±46.4 418±198 650 64.3±30.5
鉄（mg） 8.5±3.3 7.0 121±48 5.7±1.6 10.5 54.4±14.9
亜鉛（mg） 10.3±3.4 10.0 103±34 6.2±0.9 8 77.4±11.6
銅（mg） 1.4±0.4 0.9 159±45 0.9±0.1 0.8 110±11
ビタミンB1（mg） 0.9±0.3 1.4 64.7±21.8 0.54±0.1 1.1 48.9±8.6
ビタミンB2（mg） 1.5±0.7 1.6 91.4±43.5 1.1±0.5 1.2 89.6±39.2







































握力(kg) 48.6±5.8 41.3 118±14 32.0±5.1 26.6 120±19
上体起こし(回) 36.3±4.6 31.1 117±15 29.5±3.7 24.1 123±15
長座体前屈(cm) 49.8±10.3 49.4 101±21 51.9±10.2 49.3 105±21
反復横跳び(点) 61.2±4.8 59.1 104±8 56.5±4.5 48.9 116±9
持久走(m/秒) 4.7±0.4 3.9 119±10 4.6±0.3 3.3 141±8
50ｍ走(m/秒) 7.8±0.2 6.8 114±3 7.0±0.2 5.6 126±4
立ち幅跳び(cm) 264±13 229 115±6 203±9 171 118±5
ハンドボール投げ(m) 33.8±8.1 25.6 132±32 16.0±2.4 13.8 116±18
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